 　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
２４阿波市　　　　　
　　　　　　　　　　

　阿波市は吉野川中流域のやや下流北岸に位置し、阿讃山脈と吉野川に挟まれた地域である。
　阿波の土柱はJR徳島駅から一時間、阿波山川駅から車で約十五分、あるいは徳島自動車道阿波パーキングエリアから徒歩約十分で整備された遊歩道の入り口に着く。天下の奇勝ともいわれ、「四国八十八景」に選定されている。千帽子山、高歩頂山、丸山に波濤嶽、橘嶽、筵嶽、不老嶽、燈籠嶽の五嶽が聳え、なかでも波濤嶽は高さ約十三メートル、南北約九十メートル、東西約五十メートルに及んでおり国の天然記念物に指定されている。
　また土柱の正面には展望台が設けられているほか、波濤嶽頂上コースやハイキングコースなど土柱の景観を様々な角度から眺めることができ、遊歩道に沿っては高井北斗の句碑や野口雨情の歌碑が配置されており、散策しながら自然美と文学的興趣を一体として楽しむことができる。観光ガイドも用意されており、正面展望台コース所要時間約四十分、波濤嶽頂上コース約一時間、ハイキングコース一時間二十分から二時間となっている（要予約、問合せ先阿波市観光協会〇八八三❘三五❘四二二一）。
十楽寺は四国八十八か所第七番札所で、朱色の鍾楼門が特徴。寺の名は人間の避けることができない生、老、病、死など八つの苦難に対して、極楽浄土の十の光明に輝く楽しみが得られるようにと光明山十楽寺とした。十楽寺の見所は山門、水子地蔵、治眼疾目救歳地蔵尊、愛染明王である。行き方はJR徳島駅から約三十五分、鴨島駅下車タックシーで約二十分、徳島自動車道土成インターチェンジから約五分である。
熊谷寺は第八番札所で十楽寺から車で約六分距離にあり、四国随一の仁王門で知られている。仁王門は一六八七年（貞亭四年）創建、県指定文化財で、高さ十二・三メートル、間口九メートルの三間重層造り、二層目の天井や柱には極彩色の天女などが描かれている。見所は仁王門のほか太子堂、多宝塔など。花の名所でもあり春には早咲きの蜂須賀桜、初夏には紫陽花を楽しむことができる。
法輪寺は九番札所で熊谷寺から車で約六分の距離にある。八十八か所中唯一つ涅槃釈迦如来像を本尊としている。本尊は釈尊入滅の姿を弘法大師が彫像したと伝えられる秘仏で、北枕に顔を西向きに右脇を下にして横たわっており、毎年二月十五日に開帳されている。足の病気に霊験があるといわれ、本堂には健脚祈願の「足腰お願いわらじ」が奉納されている。
切幡寺は切幡山中腹、標高百五十五メートルに位置する十番札所で、法輪寺から車で約十二分の距離にある。見所は山麓から本堂までの三百三十三段の石段、国指定重要文化財の切幡寺大塔は初重と二重の間が方形でわが国唯一の様式である。女人即身成仏で有名で、千手観音菩薩が本尊となっている。また、眼下に吉野川、前方には四国山脈の山々、大塔から雄大な眺望を楽しむことができる。
（新井義典）
																										




	
